
72 福岡教育大学 

- 1 - 

第３期中期目標期間（４年目終了時評価）に係る業務の実績に関する評価結果 
国立大学法人福岡教育大学 

 

１ 全体評価 

 
福岡教育大学は、有為な教育者の養成を目的に掲げている。ミッションの再定義におい

て、実践型教員養成機能への質的転換を図り、我が国の学校教員の質の向上に貢献するこ

とを宣言し、第３期中期目標期間においては、国民及び地域社会からの一層の期待に応え

るため、義務教育諸学校に関する教員養成機能における広域の拠点的役割を目指すことを

基本的な目標としている。 
中期目標期間の業務実績の状況及び主な特記事項については以下のとおりである。 

 
（教育研究等の質の向上） 

学校現場の期待と課題解決に資する研究プロジェクトを立ち上げ、九州地域の教育委員

会及び他大学と共同した研究体制を構築し、九州の教育課題に共同で取り組んでおり、得

られた研究成果を積極的に地域の教育委員会に還元している。また、九州各県及び政令市

の教育委員会、教員養成を担う他大学が参画した「九州教員研修支援ネットワーク」を立

ち上げ、参画する機関がそれぞれのリソースを持ち寄って地域の教員研修を支援する体制

を整備し、研修プログラムの開発を進めている。 

一方で、「教育に関する目標」の項目１事項について、「中期計画を十分に実施している

とはいえない」ことから、改善に向けた取組が求められる。 

（業務運営・財務内容等） 

寄附金獲得に向けた戦略を策定し、学長等を構成員とする学内体制を構築することで企

画・立案機能を強化した結果、寄附金の獲得額が増加している。また、福岡県、宗像市と

の連携し、県立特別支援学校を大学の敷地内に設置することとしており、県内の特別支援

教育の一層の充実に資するとともに、資産の有効活用を計画している。 
一方で、「業務運営の改善及び効率化に関する目標」の項目１事項について、「中期計画

を十分には実施していない」と認められること及び大学院修士課程における学生定員の未

充足があったことから、改善に向けた取組が求められる。 
 

 

  

特筆 計画以上の進捗 順調 おおむね順調 遅れ 重大な改善

教育研究

教育 ○

研究 ○

社会連携 ○

その他 ○

○

○

○

○

業務運営

財務内容

自己点検評価

その他業務
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２ 項目別評価 

 

Ⅰ．教育研究等の質の向上の状況                          

 
 
＜評価結果の概況＞ 

特筆 
計画以上
の進捗 

順調 
おおむね
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（Ⅰ）教育に関する目標    ○   

 

①教育内容及び教育の成果    ○   

②教育の実施体制   ○    

③学生への支援   ○    

④入学者選抜   ○    

（Ⅱ）研究に関する目標   ○    

 ①研究水準及び研究の成果   ○    

 ②研究実施体制等の整備   ○    

（Ⅲ）社会連携及び地域に関する

目標 
  ○    

（Ⅳ）その他の目標   ○    

 ①グローバル化   ○    

 
 
（Ⅰ）教育に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けておおむね順調に進んでいる 

（判断理由） 「教育に関する目標」に係る中期目標（中項目）４項目のうち、３項目が

「順調に進んでいる」、１項目が「おおむね順調に進んでいる」であり、こ

れらの結果に学部・研究科等の現況分析結果（教育）を加算・減算して総合

的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 

 

1-1教育内容及び教育の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けておおむね順調に進んでいる 

（判断理由） 「教育内容及び教育の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）

が１項目であり、当該小項目が「十分に進捗しているとはいえない」であ

ることから、これらを総合的に判断した。 
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1-1-1（小項目） 
【判定】中期目標の達成に向けて十分に進捗しているとはいえない 

（判断理由） 中期計画の判定において「中期計画を十分に実施しているとはいえない」

がある。また、「大学院修士課程の教員就職率の状況」に改善を要する点

が指摘されたため、小項目の達成が十分に見込まれない。 
 
＜特記すべき点＞ 

（改善を要する点） 

○ 大学院修士課程の教員就職率の状況 

大学院修士課程の教員就職率については、平成28年度から令和元年度にかけて62.2％
から73.5％となっているため、目標値90％の実現には、更なる方策が必要である。（中期

計画1-1-1-2） 
 
1-2教育の実施体制等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「教育の実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目

であり、当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的

に判断した。 
 

1-2-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 新型コロナウイルス感染症下の教育 

新型コロナウイルス感染症の状況下において、オンラインによる双方向の授業体制の

工夫及び授業評価の結果分析から、ハイブリッド方式の授業形態を実施している。前期

開講科目では、約４割を全て遠隔、約６割をハイブリッド方式で行い、後期開講科目で

は、約３割が全て遠隔、約７割が対面もしくはハイブリッド方式という実施状況となっ

ている。 
 
1-3学生への支援に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「学生への支援に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であ

り、当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に判

断した。 
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1-3-1（小項目） 

【判定】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 学生ボランティアの活性化 

学校ボランティアを中心とした学生ボランティア活動の活性化のため、正課外活動に

おいて、実践的指導力の向上や学校現場に対する知見の獲得等、教師として求められる

資質・能力の習得と、職業意識の涵養に取り組んでいる。さらに学生ボランティア認定

システムによる独自の評価制度により、ボランティア活動だけではなく、正課の活動で

ある教育実習に対する動機付けにもつながっており、正課の活動と正課外の活動の好循

環のサイクルが構築されている。令和元年度においては在籍する４年生で教職を目指す

者（平成28年度入学生）の100％がボランティア活動を経験している。（中期計画1-3-1-6） 
 
1-4入学者選抜に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「入学者選抜に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であり、

当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に判断し

た。 
 
1-4-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
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（Ⅱ）研究に関する目標                              

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「研究に関する目標」に係る中期目標（中項目）２項目のうち、２項目が

「順調に進んでいる」であり、これらの結果に学部・研究科等の現況分析結

果（研究）を加算・減算して総合的に判断した。 

 
２．各中期目標の達成状況 

 

2-1研究水準及び研究の成果等に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「研究水準及び研究の成果等に関する目標」に係る中期目標（小項目）

が１項目であり、当該小項目が「進捗している」であることから、これら

を総合的に判断した。 
 

2-1-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 他大学・教育委員会との共同研究 

学校現場の期待と課題解決に資する研究プロジェクトを立ち上げ、九州地域の教育委

員会及び他大学と共同した研究体制を構築している。こうして、九州の教育課題に共同

で取り組んでおり、得られた研究成果を積極的に地域の教育委員会等に還元している。

具体的には、文部科学省の委託調査研究事業「総合的な教師力向上のための調査研究事

業」において、九州地域の教育委員会及び関係大学と「九州地区教員育成指標研究協議

会」を立ち上げ、「校長及び教員としての資質向上に関する指標」のモデル作成に向けた

調査研究を行っており、研究結果を『「校長及び教員としての資質の向上に関する指標」

策定ガイドブック』に取りまとめている。当該ガイドブックは、自治体（任命権者）に

おける教員育成指標の策定に活用されている。（中期計画2-1-1-9） 
 

2-2研究実施体制等の整備に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「研究実施体制等に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目で

あり、当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に

判断した。 
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2-2-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
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（Ⅲ）社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標                               

 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「社会との連携や社会貢献及び地域を志向した教育・研究に関する目標」

に係る中期目標（小項目）が１項目であり、当該小項目が「進捗している」

であることから、これらを総合的に判断した。 

 

２．中期目標の達成状況 

3-1-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 教員研修の支援 

九州各県及び政令市の教育委員会、教員養成を担う他大学が参画した「九州教員研修

支援ネットワーク」を立ち上げ、参画する機関がそれぞれのリソースを持ち寄って地域

の教員研修を支援する体制を整備し、研修プログラムの開発を進めている。（中期計画3-
1-1-12） 
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（Ⅳ）その他の目標                                

 

（１）その他の目標 

１．評価結果及び判断理由 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「その他の目標」に係る中期目標（中項目）が１項目であり、当該中項目

が「順調に進んでいる」であることから、これらを総合的に判断した。 

 

２．中期目標の達成状況 

4-1グローバル化に関する目標（中項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（判断理由） 「グローバル化に関する目標」に係る中期目標（小項目）が１項目であ

り、当該小項目が「進捗している」であることから、これらを総合的に判

断した。 
 

4-1-1（小項目） 

【評価結果】中期目標の達成に向けて進捗している 

（判断理由） 中期計画の判定が全て「中期計画を実施している」以上であり、かつ中

期計画の実施により、小項目の達成が見込まれる。 
 

＜特記すべき点＞ 

（特色ある点） 

○ 短期留学の充実 

海外ボランティア活動や短期語学研修等を中心とした短期留学プログラムの充実に取

り組んでいる。第３期中期目標期間中の新たな取組として国際協力機構（JICA）と大学

連携ボランティア事業の覚書を締結し、海外ボランティアとして学生を派遣するなど、

学生の海外での学びの促進に取り組んでいる。その結果、第３期中期目標期間中（平成

28年度から令和元年度）における海外ボランティア、海外語学短期研修の参加者の累計

は144名となっている。（中期計画4-1-1-14） 
 

 

（２）附属学校に関する目標 

附属学校では、大学との連携を一層強化し、義務教育段階でのグローバル化やインクル

ーシブ教育、小中一貫教育、情報化に対応する先進的取組を重点化して行うとともに、安

全・安心の修学環境整備の下、ゆとりのある学校生活を創造し、公立学校の真のモデルと

なりうる教育実施体制を実現するための取組を行っている。 
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＜特記すべき点＞ 

（優れた点） 

○ 教育現場が抱える教育課題への対応と大学・学部との連携 

大学が策定する附属学校の研究方針の下、福岡地区はグローバル化対応、インクルー

シブ教育及び小学校カリキュラム開発、小倉地区は小中一貫教育の推進、久留米地区は

ICT活用の教育推進に重点を置いた先導的モデルとなる研究を実施し、研究会での発表

や地域の公立学校での研修会等を通じてその成果を還元している。 
また、附属学校における研究成果は、各学校の研究に関わった教員が担当している授

業科目に反映させ、恒常的に取り組む体制を整えたことにより、教員養成へ還元する体

制も確立している。 
○ 大学・学部との連携による教育実習への協力 

学生の実践的指導力を確実に育成するため、平成28年度入学生より、２年次の基礎実

習を附属学校教員とのティーム・ティーチングによる授業の実施に転換するとともに、

３年次の教育実習を、これまでの１単位時間全てを実習生に任せる方式から、附属学校

教員とともに一体となって指導する方式に改めている。このことにより、実習の不安感

を払拭するとともに、適時に適切な対応を行い得る実習に変え、実習生に自信を得させ

るように改めるなど、附属学校において、教育実習の改善に取り組んでいる。 
この結果、２年次の基礎実習修了者全員から、来年の本実習への意欲が高まるなど肯

定的な回答があるなど、その後の教育実習の意欲向上に非常に高い効果があったことを

確認している。また、３年次の教育実習修了者の約８割が実習のモチベーションが向上

したと回答するとともに、指導教員の約８割が協働授業の有効性を確認するなど、学士

課程の教育実習の改善に寄与している。 
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Ⅱ．業務運営・財務内容等の状況                          

 

＜評価結果の概況＞ 
特 筆 

計画以上
の進捗 

順 調 
おおむね 
順調 

遅れ 
重大な 

改善事項 

（１）業務運営の改善及び効率化     ○  

（２）財務内容の改善  ○     

（３）自己点検・評価及び情報提供   ○    

（４）その他業務運営   ○    

 
 
（１）業務運営の改善及び効率化に関する目標                    

①組織運営の改善 ②教育研究組織の見直し ③事務等の効率化・合理化 
 

【評定】中期目標の達成のためには遅れている 

（理由） 中期計画の記載７事項中６事項が「中期計画を上回って実施している」又は「中

期計画を十分に実施している」と認められるが、１事項について「中期計画を十

分には実施していない」と認められるとともに、大学院修士課程における学生定

員の未充足があること等を総合的に勘案したことによる。 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

（法人による自己評価と評価委員会の評価が異なる事項） 
     中期計画【22】については、法人が掲げる目標が十分には達成されておらず、

また、達成されなかったことについて勘案すべき事項が認められないことから、

「中期計画を十分には実施していない」と判断した。 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点）  
○ 地域社会のニーズを的確に反映した自律的な運営改善 

教育委員会の幹部職員及び公立の学校長等により構成する「教員養成の質向上に関す

る諮問会議」からの答申を受けて、九州・沖縄の19の国公私立大学と12の教育委員会が

参画する「九州教員研修支援ネットワーク」を設置し、事務局を担っている。また、同

会議委員等へ実施したアンケートの結果等を受けて、学生に対する支援、社会連携・社

会貢献の在り方、広報活動の在り方、大学の財政状況の改善に対し、現在の取組や改善

等の対応状況を取りまとめ「地域のニーズを踏まえた運営改善の取組について」として

ウェブサイトに掲載し、広く社会に公表している。 
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（改善すべき点）  

○ 中期計画の進捗遅れ 

「役員及び管理職員における女性の割合を15％以上とする。」（実績報告書15頁・中期

計画【22】）については、女性教員を対象としたキャリアアップ研修等に取り組んでいる

ものの、役員及び管理職員における女性の割合は、令和元年度8.1％となっており、役員

及び管理職員における女性の確保ができているとはいえないため、中期計画を十分に実

施していないと認められる。 
○ 大学院修士課程における学生定員の未充足 

大学院修士課程について、学生収容定員の充足率が平成29年度から令和元年度にかけ

て90％を満たさなかったことから、学長のリーダーシップの下、定員の充足に向けた対

応が求められる。 
 

 
（２）財務内容の改善に関する目標                         

①外部研究資金、寄附金その他の自己収入の増加 ②経費の抑制 ③資産の運用管理の改善 
 

【評定】中期目標の達成に向けて計画以上の進捗状況にある 

（理由） 中期計画の記載４事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期

計画を十分に実施している」と認められるとともに、一定以上の優れた点がある

こと等を総合的に勘案したことによる。 
 
＜特記すべき点＞ 

（優れた点）  

○ 寄附金獲得に向けた戦略の策定等による外部資金比率（寄附金）の上昇 

寄附金受入額に関する目標金額、募金活動に関する方針等について記した「寄附金獲

得に向けた戦略」を策定し、学長、理事、副学長及び事務局長を構成員とする「福岡教

育大学基金運営委員会」が、寄附金戦略における学内体制を担うこととし、企画・立案

機能を強化した結果、第３期中期目標期間の寄付金に係る外部資金比率の平均は、1.5％
【約7,700万円】（対第２期中期目標期間平均比約3,000万円増）となっている。 

○ 省エネルギーに向けた取組等による一般管理費率の向上 

「福岡教育大学中期財政計画（第３期中期目標期間）」に基づき、既存事業の整理・縮

小を含めた一層の経費削減に努めるとともに、省エネルギーに向けて、全学に省エネル

ギー対策の周知やライフスタイルチェックシートに沿った省エネパトロールの実施等を

進めた結果、電気料金は、平成27年度約9,500万円から令和元年度約7,500万円に削減する

ほか消耗品費についても、第２期中期目標期間平均約2,800万円から第３期中期目標期間

平均約1,600万円に削減する等、第３期中期目標期間中の一般管理費比率の平均は約4.2％
（対第２期中期目標期間平均比約1.8％減）となっている。 
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○ 県立特別支援学校の新設に係る福岡県、宗像市との連携による資産の有効活用 

福岡県において、県内における特別支援教育体制の拡充のため、県立特別支援学校を

設置する方針を受け、平成31年３月に福岡県、宗像市及び大学の三者で県立特別支援学

校に関する覚書を締結し、大学敷地内の立木地を有効活用することを決めている。県立

特別支援学校が大学の敷地内に設置されることで、教育実習校や共同研究の場が拡大し、

教育実習生や指導教員の移動に係る時間的、金銭的負担の軽減等の利便性が向上でき、

これにより特別支援教育の教員養成機能の拡充、研究成果を生かした高度な特別支援教

育の機会の提供や、インクルーシブ教育の一助にもなるなど県内の特別支援教育の一層

の充実に資することを可能としている。 
 
 
（３）自己点検・評価及び当該状況に係る情報の提供に関する目標           

①評価の充実 ②情報公開や情報発信等の推進 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載２事項全てが「中期計画を十分に実施している」と認められる

こと等を総合的に勘案したことによる。 
 

 

（４）その他業務運営に関する重要目標                       
①施設設備の整備・活用等 ②安全管理 ③法令遵守 
 

【評定】中期目標の達成に向けて順調に進んでいる 

（理由） 中期計画の記載３事項全てが「中期計画を上回って実施している」又は「中期

計画を十分に実施している」と認められること等を総合的に勘案したことによ

る。 
 


